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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円でほぼ横ばいになりま
した。また、カナダ5年国債利回りは低下しま
した。

カナダの⾦利は、年末にかけて⽅向感のない
動きになりましたが、先週は米国がイランのソ
レイマニ司令官を殺害したことで中東情勢の悪
化が懸念され、低下圧⼒が強まりました。カナ
ダ・ドルは、中国が⼀部産品での輸入関税引き
下げを発表したことなどを受け、米中貿易戦争
への懸念が後退し対円で上昇したものの、市場
で中東情勢の悪化が意識されると上昇幅を縮⼩
しました。

経済指標では、10月のGDP（国内総生産）が
発表になっており、軟調な結果になっています。

先々週〜先週の回顧

今週、カナダでは住宅関連指標や雇用統計の
発表が予定されています。市場ではいずれも前
回よりも堅調な結果になることが予想されてい
ます。

米国ではISM（全米供給管理協会）非製造業
景況感指数や雇用統計の発表が予定されていま
す。先週発表されたISM製造業景況感指数が軟
調な結果であったことから、今後の景気動向を
みる上で注目が集まります。

また、中東での紛争激化により世界的な原油
供給が混乱するとの懸念から⾜元では原油価格
が上昇しており、今後も底堅く推移すればカナ
ダ・ドルを下⽀えすることが⾒込まれます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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